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目的： 

本研究では、妊娠前のたんぱく質摂取と妊娠糖尿病のリスクとの関連について検討することを目的としました。 

 

方法： 

エコチル調査の参加者のうち、妊娠時点で糖尿病と診断されておらず、以前に妊娠糖尿病と診断されたことがなく、妊

娠中にステロイド製剤を使用していない妊婦を対象としました。食事調査票から算出された妊娠前から妊娠初期にか

けての総エネルギー摂取量に占めるたんぱく質の比率（たんぱく質エネルギー比率）に応じて参加者を 5 グループに

分類し、妊娠糖尿病、早期診断型妊娠糖尿病（妊娠 24 週未満に診断）、後期診断型妊娠糖尿病（妊娠 24 週以降に

診断）の発症リスクを比較しました。解析時に、妊婦の年齢や体格、喫煙や飲酒の有無、出産経験の有無、高度な不

妊治療の有無、学歴や収入といった社会背景、妊娠前の身体活動量、妊娠前からの高血圧の有無、妊娠前から妊娠

初期にかけての各種栄養摂取量などの背景因子を考慮しました。 

 

結果： 

エコチル調査の参加者のうち、80,346 人が解析対象者となりました。解析の結果、妊娠前のたんぱく質エネルギー比

率に基づいて分類された 5 つのグループの中で、たんぱく質エネルギー比率が中央のグループと比較して、最も高い

グループにおいて早期診断型妊娠糖尿病の発症リスクが有意に高く、最も低いグループにおいて有意に低いという結

果でした。ただし、この傾向は妊娠糖尿病全体と後期診断型妊娠糖尿病においては認められませんでした。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

先行研究では、総たんぱく質摂取量や動物性たんぱく質摂取量が多いと、2 型糖尿病の発症リスクが上昇することが

報告されています。これは、たんぱく質の代謝産物であるアミノ酸の影響で、血糖値を下げるホルモン「インスリン」の

効き目が悪くなる（インスリン抵抗性が上昇する）ためと考えられています。妊娠中は初期の段階では糖代謝の変化

が比較的少ないものの、妊娠糖尿病の診断基準は 2 型糖尿病よりも厳しいため、早期診断型妊娠糖尿病と診断され

る妊婦には、2 型糖尿病の診断基準を満たさないものの血糖値が高くなりやすい人が含まれる可能性があります。本

研究の限界としては、動物性たんぱく質と植物性たんぱく質を区別していないことが挙げられます。 

 

結論： 

妊娠前からのたんぱく質摂取と妊娠糖尿病の発症リスクが関連している可能性が示唆されました。今後、妊娠前の適

切なたんぱく質エネルギー比率についてさらなる検討が必要と考えられます。 

 


